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［目的及び背景］ 
 安房地域のパセリ採種組合では、「ＵＳパラマウント」地元選抜系統の採種を行っているが、採種方
法は各生産者に任されている。そこで、より発芽勢、発芽率の高い、良質な種子を生産するため、その
側枝、花傘の制限が、種子の収穫量、品質に及ぼす影響を明らかにする。 
 
［成果内容］ 
１．採種株を移植したり、株当たりの花傘数を制限すると採種量は減少した（表１）。 
 
２．採種量は、２次以降の側枝を放任することで３、４次側枝を中心に大幅に増加した（表２）。 
 
３．側枝を放任とすることで、得られた種子は発芽率、発芽勢が良好となるが、１～３次側枝に比べ４
次側枝から得られた種子ではやや劣った（表３）。 
 
［留意事項］ 
１．採種株を余儀なく移植する場合には、活着までの生育停滞が採種量に影響するので、遮光、灌水
等により活着の促進に努める。 
 
２．過度の摘葉は、採種量が減少するため、摘葉は下葉のみとする。 
 
３．うどんこ病等の発生により葉が傷むと、摘葉と同様に採種量の減少が懸念されるので、予防に努め
る。 
 
 
［普及対象地域］安房 
 
［行政上の措置］ 
 
［普及状況］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部門 野菜 対象 普及

課題名：パセリ「ＵＳパラマウント」地元選抜系統の採種方法

［要約］パセリの採種では、採種株の移植を避け、１次側枝は過繁茂を防止するため10～15本
に制限し、２次側枝以降は放任とする。採種の対象は１、２、３次側枝先端に付く花傘までとす
る。 
 

ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分） 育種        （研究対象） 野菜類－パセリ 
   （ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ） パセリ ＵＳパラマウント 採種 発芽率 
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［成果の概要］ 
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